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今年度の、教室は７月６日、１３日と２回、「民話の里すみの」の先生をお迎えし

開催いたしました。 

今回は、明治の時代、別子山の山々が煙害により荒れ果てていた状況を、自然に返

すため一心不乱に植林事業に取組んだ、伊庭貞剛氏を題材にした「緑の恩贈り」と言

う紙芝居や、「パネルシアター」「エプロンシアター」で、パネルとエプロンを使って、

お話を見てもらうと言う、新しい取り組みをご指導いただきました。 

例年に渡りご指導いただいていると言う事もあり、児童生徒それぞれの特徴をとら

えた表現しやすい題材で、敬老会での素晴らしい発表を期待します。 

（校区設定の市政課題） 

○別子校区における災害時の対応について 

（地域課題） 

○筏津山荘の改築の構想について 

○蔭地地区のデジタル放送受信について 

○花ぐるまの始発時間の変更及び増便について 

７月１７日（火）、「まちづくり校区集会」が開催さ

れました。地域主体の集会として開催しておりますこの集会は、連合自

治会や校区で設定した課題などを中心に、市長を交え意見交換を行う場

ということで、その意味は大変大きいものと思います。 

 始めに佐々木市長からご挨拶をいただき、市の重点事業について説明

がありました。その後、別子山校区連合自治会で設定した「市政の課題」

及び、自治会側から別子校区の「地域課題」を説明し、それに対し市側

が回答し、討議により理解を深めました。 

７月２５日（水）公民館において開催され、最初に

ビデオ視聴を行い、後に小グループに分かれて討議を

行いました。 

ビデオ視聴では、当時の部落差別の現実を学び「水

平者宣言」によって、部落解放に道を開いた方々の想

いを勉強いたしました。 

             グループ討議では、

ビデオを観た感想や、

今後の取組みについて

話し合われ、差別解消

に向けて一人一人が意

識を高める事が出来ま

した。 

７月４日（水）地域内の有志を集め、バドミントン大会を開催いた

しました。 

今年度から公民館事業でも、スポーツで心身ともに健康な身体作り

をすることを目的に取組んでいます。 

参加チーム数は、６チーム 

でしたが、大いに汗をかき人 

的交流を図る事が出来、開催 

の意義を十分に発揮する事が 

出来ました。 

参加された皆さんも怪我な 

く楽しく過ごせたようでした。 

公民館大ホールで、６３名参加 



（愛媛県受託事業） えひめのイクメンカジメン部 

『子どものイザという時の救急法講座』 
■日時  8 月１８日（土）10：00～12：00  

■人数  男性 20 名 

■場所  新居浜市総合福祉センター 

■講師  新居浜消防署 救急救命士 

※木の玉プールなど母子の遊び場もあります。家族でご参加く

ださい。 

■申込  社団法人新居浜法人会 

えひめのイクメン魅力アップ推進事業 

（担当 藤﨑） 【電話】0897-37-5522  

 

日時：平成２４年８月５日（日）午後３時～ 

場所：別子山公民館 大ホール 

ご自分の楽曲はもとより、昭和の歌謡を中心に歌声を披露

していただきます。 

参加は無料ですので是非ご参加ください。 

 

 

 

日 時：８月１５日（水）  午後７時～ 

場 所：別子小中学校グラウンド（雨天時・体育館） 

催し物： 別子山民謡踊り 

屋台、福引、花火等 

別子山盆踊り大会実行委員会 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区に

やってきます。 

みなさん是非ご利用ください。 

 ８月は、２３日（木）に巡回します。 

①別子山支所  １０：２０～１１：１０ 

②福祉センター １１：２０～１２：００ 

③別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

新居浜市立別子銅山記念図書館

TEL0897-32-1911 

長い梅雨も終わり、夏本番を迎え

ました。 

 夏は暑いものと決まっておりますが、別子山の夏は比較的涼しい、

申し分のない環境でございます。 

 今年度もすでに半分が過ぎましたが、皆様方のご協力には、本当に

頭が下がります。 

無理なお願いばかりで申し訳ないのですが、無理を承知でこなして

いただいている事に本当に感謝を申し上げます。 

これからも、地域の中に新しい風を呼び込んでいけるよう、地域の

明るい将来が展望できるよう取組みを進めてまいりますので、一層御

協力をお願いいたします。 

また、８月は盆踊り大会等、恒例行事がございます。皆様のご家庭

でも親戚、知人、友人等、沢山の方がお越しになると思いますので、

是非別子山の夏をみなさんで盛り上げて頂きたいと思います。 

 季節も夏本番、思いもよらぬ災害があるやもしれません、日頃の備

えが大切な時期でもございますので、十分注意をしてお過ごしくださ

い。 

笑顔を訪ねて≪第３１回≫ 

お名前： 荒井清見さん 

生年月日 

昭和２０年３月１０日 

６７歳 

「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 

家族会議を開こう 

 家族そろって災害について話し合い、防災意識を高めましょう。 

Ⅰ、家の周辺の危険個所を全員で確認（実際に歩いてみる） 

Ⅱ、避難場所はどこか、どのルートで避難するのか 

（より安全に避難場所まで辿り着くルートを確認する） 

Ⅲ、どうやって連絡を取り合うか、家族がどこに集合するのか 

 （災害時、電話やメールでの連絡は困難になるので、伝言ダイヤル 171 

「誰もイナイ」やインターネットの災害対応掲示板を利用しよう。） 

Ⅳ、災害時の役割分担（非常持出品、子供・高齢者の誘導等） 

非常持出品を準備しよう 

非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照明、携帯ラ

ジオ、その他必要なものを袋に入れて持ち出しやすい場所に準備

しよう。 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や襲来の時期をある程度予想できます。 

 天気予報など気象に関する情報をチェックしましょう。 

  

被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情報が役立

ちます。 

 

 市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることができます。

災害時に避難などの指示が出されたときは、すみやかに従いまし

ょう。 

一昨年の 10 月にお母さんを看る

ため、名古屋から単身で別子に戻られていて、月に一度は名

古屋の家にも帰られているそうです。 

日頃は畑仕事や家の改築などをされていて、趣味は樹木や

植物の観察とのことでした。 

公民館でも行事やイベントなどで、色々お世話になってい

ます。 

これからも益々お元気でお過ごしください。 


